
2023/2024
THE CANON STORY



INDUSTRIAL

MEDICALPRINTING

可能性は
無限に広がっていく。

IMAGING

プリンティング、イメージング、

メディカル、インダストリアル。

つぎつぎと新しい事業が加わり

キヤノンは 、いま、まったく新しい姿へと

生まれ変わっています。

これからも、豊かな社会に貢献するために

これまで蓄え、培ってきた

イメージングをはじめとした幅広い技術、

開発する力、生産する力、販売する力を進化させ

自在に組み合わせることで

さらに、新時代の技術を融合させることで

新たなイノベーションを生みだし続けます。
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キヤノンの企業理念は、「共生」です。

私たちは、この理念のもと

文化、習慣、言語、民族などの違いを問わず

すべての人類が末永く共に生き、共に働き

幸せに暮らしていける社会をめざします。

しかし、経済、資源、環境など

現在、地球上には共生を阻むさまざまな課題があります。

キヤノンは、共生に根ざした企業活動を通じて

これら課題の解消に積極的に取り組んでいきます。

真のグローバル企業には、お客さま、地域社会に対してはもちろん

国や地域 、地球や自然に対してもよい関係をつくり

社会的な責任を全うすることが求められます。

キヤノンは

「世界の繁栄と人類の幸福のために貢献していくこと」をめざし

共生の実現に向けて努力を続けます。

企 業 理 念

共 生

歴史を刻み、発展できた背景には、脈 と々受け継がれる

キヤノンの企業 DNA「人間尊重」「技術優先」「進取の

気性」が あります。ベンチャー企業として始まった進取の

気性と、技術による差別化をめざす姿勢は、深く浸透し、

つねにキヤノンは社会に新しい提案をしてきました。それ

を支えてきたのが実力主義や健康第一主義などの人間

尊重の姿勢です。今後100 年、200 年と発展し続けるた

めに、キヤノンはこの企業DNAを次の世代にしっかりと

継承していきます。

キヤノンの行動指針の原点。それが、創業期から受け継

がれる「自発・自治・自覚」の「三自の精神」です。企業DNA

を伝承しながら、真のグローバルエクセレントカンパニーを

めざすキヤノンにとって、いまも最も重要な指針となって

います。

自発　何事にも自ら進んで積極的に行う

自治　自分自身を管理する

自覚　自分が置かれている立場・役割・状況をよく認識する

キヤノンの企業DNA 三自の精神

人 間
尊 重

進 取の
気性

技 術
優 先

自　発

自　治 自　覚
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「変化は進歩、変身は前進」。
社会の急激な変化にいち早く適応し、
さらなる進化を遂げていきます。

新型コロナウイルス感染症が引き起こした世界的なパンデミック、ロシアによるウクライナ侵攻などに

よって、世界は急激に揺れ動き、人々の価値観やライフスタイルは大きく変化しています。さらに、第４次

産業革命ともいわれるデジタルイノベーションが世界の産業構造を大きく変えつつあり、AI、IoT、クラ

ウド、5Gなどのテクノロジーは歩みを止めることなく世界を動かし続けています。

　キヤノンは、2021年に中長期経営計画「グローバル優良企業グループ構想フェーズ VI」をスタート

させました。プリンティング、イメージング、メディカル、インダストリアルの４つの産業 別グループに

グループ会社を含めて組織を再編成し、それぞれのグループ内において、技術交流を深め、将来技術の

開発や生産技術の強化を行うことで事業の拡大を図っています。また、コアコンピタンス技術をベース

に新事業創出にも注力しています。いま、さまざまな社会課題の解決が求められるなか、キヤノンは、

より快適でより豊かな生活、ビジネス環境、より安心・安全な社会を支える新たなイノベーションを創出

してまいります。

　変化は進歩であり、変身は前進です。キヤノンは、創業以来のDNAである「進取の気性」「三自の

精神」をもって、これまでも時代の流れに沿って進化を続けてきました。これからも、企業理念「共生」の

もと、永 遠に技 術で貢 献し続け、世界から親しまれ 、尊 敬される真のグローバルエクセレントカン

パニーに向け、変身と挑戦を続けてまいります。

　みなさまにおかれましては、温かいご支援、ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

キヤノン株式会社　代表取締役会長兼社長 CEO
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4兆314 億円

2,440億円

純利益（2022年）

売上高（2022年） ビジネスユニット別売上高※2
（2022年）

180,775人

330社

連結子会社数

従業員数

※1  キヤノンの公表データではEMEA（ヨーロッパ、中東、アフリカ地域）を欧州としています
※2  各ビジネスユニットの連結売上高には、ユニット間消去-2.4%があるため、総計100％になっていません

インダストリアル
3,292億円
8.2％

その他および全社
2,230億円
5.5％

メディカル
5,133億円
12.7％

イメージング
8,035億円
19.9％

プリンティング
2兆2,619億円
56.1％

主要拠点
研究開発・
ソフトウエア開発
製造　 
販売
その他

CANON
DASHBOARD

15,771人

売上高

従業員数

AMERICAS

31.1％1兆2,554億円

69,455人

売上高

従業員数

JAPAN

21.5％8,648億円

73,335人

売上高

従業員数

ASIA & OCEANIA

21.8％8,772億円

22,214人

売上高

従業員数

EUROPE※1

25.6％1兆340億円キヤノンヨーロッパ

キヤノンシンガポール

キヤノンオーストラリア

キヤノンUSA

キヤノン本社
キヤノンマーケティングジャパン

キヤノン中国

2022年12月31日時点
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■ 売上高 4兆5,000億円以上

■ 営業利益率　　    12％以上

■ 純利益率　　　　  8％以上

■ 株主資本比率　     65％以上

主要戦略 1

主要戦略 2

産業別グループの
事業競争力の
徹底強化

本社機能の
徹底強化による
グループ生産性の向上

経営目標（2025年）

世界で親しまれ尊敬される、真のグローバルエクセレントカンパニーをめざして。キヤノンが大きな変革と成果を

追求する中長期経営計画「グローバル優良企業グループ構想」は 、1996 年にスタートしました。

2021年からは、フェーズ VIをスタート。「生産性向上と新事業創出によるポートフォリオの転換を促進する」を

基本方針にさまざまな活動を推進しています。

■ 製品別事業部制から親和
性のある４つの産 業 別グ
ループへ全社組織を拡 大
再編成

■ グループ視点でそれぞれ
の技術力や事業領域を再
度見直して組織を再強化

■ M&Aなども積 極 的に行
いながらグループでの開
発 や生 産の強 化を図り、
新事業を創出

■ 産業別グループの成長戦
略を支えるために本社機能
を強化し、全体最適を推進

前提　USD＝￥105  EUR= ￥120

グローバル 優 良 企 業グループ 構 想
Phase VI  2021-2025年

ホーム、専門業務、オフィス、商業・産
業印刷にいたるプリンティングの全ジャ
ンルで魅力ある製品・サービスを提 供
して、デジタルトランスフォーメーション

（DX）、デジタル印刷に貢献し、安定的
な成長を図ります。→ P11 事業のご紹介

ミラーレスカメラで世界 No. 1の地 位
を確立する一方で、ネットワークカメラ
では多様な分野でトータルソリューショ
ンを提供し、事業成長を図ります。加え
て、光学技術を核としたビジネスをさら
に拡大していきます。→ P15 事業のご紹介

CT、MRI、超音波診断装置など主力
製品において、商品競争力と米国を中
心としたグローバル販売網を強化し、
CTでは世界No. 1をめざします。さら
にヘルスケアIT、体外診断事業も拡大
強化を図ります。→ P19 事業のご紹介

半導体製造装置への旺盛な需要に対
して増産体制を確立する一方、サポー
ト体 制を強化し、半 導体 業 界の生 産
性向上に貢献します。また、次世代製造
技術ナノインプリントリソグラフィの早期
商品化をめざします。→ P23 事業のご紹介

これまで培ってきたキヤノンのあら
ゆる技術をベースに、ライフサイエ
ンス、マテリアル、ソリューションの
領域で、成長が期待される市場に
向けた新規事業を立ち上げていき
ます。

オフィス向け複合機、ドキュメントソリューション、
レーザー複合機・プリンター、インクジェットプリ
ンター、電卓、連帳プリンター、カットシートプリ
ンター、大判プリンターなど

レンズ交換式デジタルカメラ、交換レンズ、MR
システム、ネットワークカメラ、デジタルビデオ
カメラ、デジタルシネマカメラ、放送機器、プロ
ジェクターなど

CT 装置、超音 波 診 断 装置、X 線 診 断 装置、
MRI装置、検体検査装置、デジタルラジオグラ
フィ、眼科機器など

半導体露光装置、FPD露光装置、有機ELディ
スプレイ製造装置、真空薄膜形成装置、ダイボ
ンダーなど

大型投資や経済危機に備え、キャッシュ
フロー経営を再徹 底し、M& Aにとも
なう借入金の返済を進めて強固な財務
体質のさらなる安定性を確保します。

雇 用や就労形態の多様 化にあわせ、
人事制度を拡充して一人ひとりの生産
性向上を図る一方、事業ポートフォリオ
に沿った人材を育成する教育と社内転
職を推進し、「適材適所」を実現します。

開発・設 計・調 達・製 造 現 場が 連 携
して、自動化や内製化をさらに強化し、
コストダウンを推進します。また、全世界
最 適 調 達 網の整 備を進める一方で、
ロジスティクスの全体最適化を図ります。

各産業 別グループの収 益に貢献する
本社部門の研究開発をさらに強化す
るとともに、脱 炭 素や経 済 安 全 保 障
など、経 営 環 境の 変 化に対して全社
横断でいち早く対応していきます。

プリンティンググループ イメージンググループ メディカルグループ インダストリアルグループ

フロンティア事業

キャッシュフロー
経営の徹底

より競争原理の働く
人事体制の構築

グループ一丸となった
原価低減活動の推進

新製品開発のための
イノベーションへの注力と
激変する経営環境への対応

グローバル優良企業グループ構想
Phase I-V  1996-2020 年

Phase V  2016-2020年
新たな成長に向けて4つの新規事業の拡
充に挑み､ ｢戦略的大転換｣ の第一段階と
なる事業ポートフォリオの入れ替えを完了
しました。

Phase IV  2011-2015年
規模の拡 大を追求する経営方 針の転 換
を 図り、財 務 体 質 を 強 化 するとともに、
M& Aも実施し、新たな成長エンジンとなる
事業基盤の再構築を進めました。

Phase III  2006-2010年
現行事業の強化、新規事業拡大など、新た
な成長への戦略を進める一方で、サプライ
チェーンマネジメントの 徹 底や IT 革 新を
実行しました。

Phase II   2001-2005年
｢全主力事業世界No. 1｣ を掲げて、製品
のデジタル化を一気に推進し、競争力強化
に努めながら、全世界のグループ会社の
体質改善を進めました。

Phase I    1996-2000年
｢全体最適｣と｢利益優先｣ への意識改革
を図り、キャッシュフロー経営を徹底。事業
の選択と集中、生産革新や開発革新など、
数々の経営革新を始めました。
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Synertec社のミルトンキーンズ拠点で休みなく稼働する
キヤノンのデジタル商業印刷機「imagePRESS C910」

一人ひとりに、スピーディに、抜け漏れなく。
ワクチン接種をサポートするデジタル印刷。

デジタル印刷でつくられるイングランドのワクチン接種案内レター
素早く、タイムリーに希望するすべての人に行う必要があるコロナワクチン接種。接種の案内は対象者全員

に短期間で抜け漏れなく届けることが重要です。

　公共サービスなどの必要な案内を、デジタル配信と郵送の両方

で、誰もが確実に、安心して受け取ることができるシステムを構築、

提供しているのが、英国に本拠を置くSynertec（シナテック）社

です。英国政府が運営する国民保険サービス（NHS）から委託を

受け、イングランド地域におけるワクチン接種などの案内を、抜け

漏れなく届けるサービスを担っています。

　イングランドの数千万人におよぶ対象者に対し、確実に、タイム

リーに印刷物を届けるためには、住所や宛名に加えて接種回数

や時期によって1通 1通異なる案内レターを短時間で印刷しなく

てはなりません。そんな厳しい条件に応えているのが、キヤノンの

デジタル商業印刷機です。

累計印刷枚数 13 億枚。安定した超高速デジタル印刷を実現
案内レターやダイレクトメール、請求書など、1通ごとに一部の文字や画像を差し替えて高速で印刷する

「バリアブル印刷」は、デジタル印刷の大きな特長のひとつです。長期間にわたって安定して稼働するデジ

タル印刷機を求めていたSynertec社が、印刷品質はもちろん、生産性、堅牢性を重視して、キヤノンの

デジタル商業印刷機「imagePRESS C850」84台を導入したのは 2017年。Synertec社独自のドキュメ

ント管理ワークフローとのシームレスな接続連携にあたっての技術サポート、印刷が停止する時間を最小限

に抑えるためのサービス対応などをつねに迅速に行い、キヤノンは信頼を積み重ねていきました。

　そして、2021年、複数回にわたるコロナワクチン接種案内レターのために印刷ボリュームが急増すると、

これまでのキヤノンの実績を大いに評価していたSynertec

社は、イングランドにある３か所 の 拠 点に、後 継 機 種の

「imagePRESS C910」を126 台導入。案内レターの大量

かつ迅速な発送を実現させました。2017年からの累計印

刷枚数は13 億枚を超え、Synertec社はビジネスを大きく

成長させています。

　キヤノンは伸び続けるデジタル印刷分野で、デジタル印刷

ならではのメリットを生かしながら、多様化するお客さまの

要望と向き合い、一緒にビジネスを伸ばす取り組みをさらに

進めていきます。

デジタル印刷でつくられた
NHSのワクチン接種案内レター

プリンティング

新型コロナウイルスワクチン接種会場
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プリンティング
グループ

低消費電力・静音化など本質性能を高めた
「imageRUNNER ADVANCE DXシリーズ」

快適なスキャンができるレーザー複合機

時代を先駆けるプリンティングを追求
リモートワークが日常的になり、オフィスで働いていた人々の

くらしや働き方は 、よりさまざまな形に変化し、働く場所に

とらわれずに印刷したいというニーズが高まっています。また、

ものを考える、共同作業をする、生活を楽しむといった紙が

もたらす価値は変わることなく、人間の知的な活動を支えて

います。電子写真とインクジェットというデジタルプリンティング

の2 大技術をいちから開発してきたキヤノンは、時代の要請

にあわせ、さまざまなコンテンツをすぐに、きれいに、安全に、

どこででもプリントできるオンデマンドプリンティングを強化す

るとともに、地球環境への一層の配慮を進めています。

デジタル商業印刷の多様なニーズに対応
書籍やカタログ、ポスター、ダイレクトメール、帳票など、商業

印刷の分野ではデジタルシフトが進んでいます。主流だった

アナログのオフセット方式とは違い、デジタル印刷は、インク

やトナーにVOC（有機溶剤）を含まないため、環境面での

メリットもあります。

　キヤノンでは、160m/分の超高速でロール紙に印刷する

「連帳プリンター」、定型サイズの用紙に印刷する「カットシート

プリンター」、大型のポスターの印刷などに適した「大判プリ

ンター」といった製品をオランダに本拠を置くグループ会社

キヤノンプロダクションプリンティング（CPP）とキヤノン株式

会 社が 密接に連 携しながら展開。グラフィックアーツから

新聞 、書籍など幅広い分野において、デジタル商業印刷に

求められる多様なニーズに応えています。

オフィスのデジタルトランスフォーメーションに貢献
オフィス業 務 のデジタルトランスフォーメーション（DX）が

加速するなか、キヤノンのオフィス向け複合機は紙 文書の

スキャンの高速化と静音化を同時に実現する快適な操作性

で、DXの鍵となる紙文書の電子 化をサポートしています。

さらに、高いセキュリティ性能などにより、安全

かつシームレスなクラウドサービスとの連携

を追求。業務を効率化、高度化、省力化する

DXならではの新しい価 値を生みだすととも

に、本体の軽量化、業界トップクラスの低消費

電力の実現など地球環境への配慮にも注力

しています。

ハイブリッドワークを支える快適プリンティング
働く場所を柔軟に変えられるハイブリッドワークでのプリントが

広がるなか、オフィス外での印刷の管理が求められています。

キヤノンはオフィス向け複合機の開発で培ったプリントマネジ

メント技術を発展させ、印刷場所にかかわらずオフィスと同等

のセキュリティを確保するとともに、印刷状況の一元管理を

実現しています。そして、仕事のみならず、学習や生活を楽しむ

快適なプリンティングができるよう

に、大容量のインクジェットプリン

ターや小型のレーザープリンター、

モバイルプリンターなどさまざまな

ラインアップを充実させています。

すぐに、きれいに、安全に、どこででも。　　　　　　　　　　
幅広いデジタルプリンティングで、
時代が求めるニーズに応えています。

ハイブリッドワークを支える大容量インクジェットプリンター

フィニッシング処理などにイーデールの技術が組み込まれている
ラベルプリンター「LabelStream 4000」

超高速・高画質のデジタル印刷を実現する連帳プリンター

紙は情報共有や共同作業に欠かせないメディア

ラベルやパッケージといった産業印刷事業
を拡大
食品・飲料、生活用品などのラベルやパッケージ、さら

に壁紙や建材、塗装に代わるフィルムラッピングなどの

産業印刷の分野でも、デジタルプリントの利用が広がっ

ています。　

　キヤノンは、ラベルプリンターや産業用にも使用できる

大判プリンターを展開し高評価を得ているほか、2022

年にはラベル印刷やパッケージ印刷、印刷後の切断や

加工などのフィニッシング機器を手がける英国の産業

印刷機メーカー、イーデールがグループに加わるなど、

産業印刷事業の育成に力を入れています。
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JR 線愛野駅からアリーナ（左）、スタジアム（右）へ向かう利用者を見守るキヤノンの高性能ネットワークカメラ

エコパスタジアムの観客席を広い範囲でカバーする
グループ会社アクシスの広角ネットワークカメラ

広大なエコパを、
誰にとっても快適で安心な空間に。

年間130万人が訪れる総合運動公園を見守るネットワークカメラ
「健康とスポーツと自然」をテーマに、誰もが親しめる空間として生まれた静岡県の小笠山総合運動公園、

エコパ 。サッカーやラグビーの国際試合、コンサートなどが開かれる県最大の競技場「エコパスタジアム」を

有し、3,000 台を収容できる駐車場のほか、アリーナ、多目的運動場、グラ

ウンドや散策道などもあり、地域住民の健康促進の場にもなっています。

　年末年始を除いて毎日開放され、多いときには年間 130 万人が訪れ

るこの公園が力を入れているのは、誰もが快適に、安心して利用できる

空間づくり。その一翼を担うのが、キヤノンのネットワークカメラシステム

です。東京ドーム約 60 個分という広大な敷地に設置された100 台以上

のカメラと映像管理ソフトウエア「XProtect」が利用者の安全を見守っ

ています。

見たい場所はすぐに確認。雨天でも見やすい映像
ネットワークカメラシステム導入前、エコパでは、異変をいち早く察知するために、警備員が時間をかけて

広大な敷地を巡回していました。また、イベント開催時には駐車場や多数の出入口の混雑状況を把握する

ために、たくさんの人手が必要でした。

　導入後は映像で状況を確認して見回りが必要な現場を決められるようになり、巡回時間は大幅に短縮

されました。また、イベント開催時には人や車の流れをモニターで把握し、警備員に共有。迅速に適切な

誘導を行うことができ、混雑を最小限にとどめられるようになりました。

　カメラは、キヤノン独自の親水コーティング技術により雨水が水滴として付着せず、

汚れも流してくれるため、スタジアムの外、駐車場、歩道橋など吹きさらしの屋外でも、

映像の見えやすさを維持します。さらに、「XProtect」によって、中央監視室だけでなく、

警備員室や管理事務所でも、かんたんな操作ですべてのカメラの画角変更や映像

の切り替えができ、関係者がすぐに映像を確認できるようになりました。イベント開催

時の人の流れや動向をチェックできるため、出店やイベントブースの配置など、より効果

的なスタジアム活用方法の提案が可能に。大規模な施設の課題に的確に対応し、

施設を利用する側にも、管理する側にも快適で安心・安全な空間を提供しています。

　キヤノンは、さらに技術を進化させ、あらゆるお客さまに最適なソリューションを

提案していきます。

中央監視室から、園内すべてのカメラ映像を確認

イメージング
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イメージング
グループ

人の顔を見つけ、自動で撮影するニューコンセプト
カメラ「PowerShot PICK」

明るい未来をつくる光学技術
カメラと映像の世界をリードし続けてきたキヤノンの技術は、

いま、大きな広がりを見せています。人々が「幸せを感じる」

ような新たな映像体験はもちろん、長年にわたって培ってきた

「光学技術」とAIなどの「デジタル技術」を組み合わせ、これ

からの社会の発展を支えるソリューションを積極的に展開。

自動運転のキーとなる車載カメラ、ロボットの「眼」となる映像

解 析、工場の自動化システム、VR・AR・MRなどをさらに

発展させ、社会の明るい未来に貢献していきます。

安心・安全と効率化を実現するネットワークカメラ
街の防犯、河川の監視など、社会を見守るインフラの一部と

なっているネットワークカメラ。世界 各地で 進む「スマート

シティ」の取り組みでは、交通渋滞や人込み、事故や災害など

を予測・予防する基本社会インフラとして活躍しています。

　キヤノンは 、映 像 解 析機能をもつAIカメラやカメラに後

からAI機能を付与するAIアクセラレーターの製品化など、

カメラとともにアプリケーションを含めた製品展開を充実させ

ています。人々の安心・安 全の実現 、生 産の自動 化など、

社会課題の解決へのソリューションを提供しながら、スマート

シティ実現に向けた社会のDXを推進しています。 イメージングの進化をつねにリード
創業以来、最先端を追求してきたカメラ事業も、進化を止める

ことはありません。快速・快適・高画質を追求してきたレンズ

交換式カメラ「EOS」は、人気が高まるミラーレスカメラにおい

ても、静止画・動画制作の多様なニーズに応えるため、性能

強化に取り組み続けています。また、写真や動画を楽しむ人

が増えるなか、人の顔を見つけて撮る自動撮影カメラなどの

ニューコンセプトカメラやクラウドフォトサービスを展開。さら

に、事業分野の拡大に向けて現実映像にCGをリアルタイム

に融 合するMRシステム

（→P30）、高画質と効率

的なワークフローを実現

するVR 撮 影システムを

いち早く提 供 するなど、

キヤノンはイメージングを

リードする存 在であり続

けています。

ハイクオリティな撮影を可能にするフルサイズミラーレスカメラと、手持ち撮影で活躍の幅を
広げる超望遠レンズ

ネットワークカメラ（左上）が生産状況を高精度にチェック

未来社会のキーとなるイメージング。
新しい時代の豊かなくらしのために、
技術の可能性をさらに広げています。

映像制作のプロの高い要望に応える
キヤノンの技術の粋を集め、高い光学性能と運用性を同時に

実現した放送レンズは、世界中の放送局や制作会社から絶大な

支持を得ています。色再現や人肌の表現、操作のしやすさに

定評のあるデジタルシネマカメラ「CINEMA EOS SYSTEM」

やHDR映像※も忠実に再現する業務用 4Kディスプレイなど、

入力から出力まで一貫してソリューションを提供しています。

　また、映像制作用 4Kリモートカメラシステム（→P29）は、

映像技術にネットワーク技術を融合し、少人数での効率的な

映像制作と高画質を両立。さらに、ボリュメトリックビデオ技術

（→P29）による自由視点映像など、新たな映像表現の可能性

も切り拓いています。

※ HDRはハイダイナミックレンジの略。映像フレーム内の最も明るい部分と最も
暗い部分の範囲が広い映像

スポーツ中継で活躍する
4K 放送用レンズ

映画の本場ハリウッドでも活躍する
デジタルシネマカメラ

カメラ・映像管理・映像解析それぞれに
強みをもつキヤノン
ネットワークカメラシステムは、カメラ本体、カメラ映像を

録画・管理するビデオ管理システム（VMS）、映像解析

ソフトウエア（VCA）で構成されます。キヤノンの強みは、

これらの要素すべてをグループ内にもっていること。カメ

ラのみならず群衆カウントや顔認証などのVCAも提供

するキヤノン株式会社、ネットワークカメラ世界大手の

アクシス、1万機種以上のカメラと連携できるVMSを展

開するマイルストーンシステムズ、映像解析技術に優れる

ブリーフカム、クラウドベースの映像監視サービスを提供

するアーキュリーズが一丸となってシナジーを発揮し、

独自のソリューション提案を行います。

　そして、さらなる強みは「オープンプラットフォーム」を

採用していること。他社のカメラやアプリケーションも

自由に組み合わせられるため、ネットワークカメラシス

テムを自在に構築・拡充できるようになっています。

編集現場で忠実な色表現を実現する業務用 4Kディスプレイ

マイルストーンシステムズ（本拠デン
マーク）

アクシス（本拠スウェーデン）

ブリーフカム（本拠イスラエル） アーキュリーズ（本拠米国）

©Fergus Kennedy

1817 



国立がん研究センターで、実用化に向けた共同研究が
進められているキヤノンメディカルのPCCT

CT検査を劇的に進化させるフォトンカウンティングCT
脳 、心臓などの臓器 、あるいは血管や骨にいたるまで、全身のさまざまな部位の検査に使われるCT

（コンピューター断層撮影）装置。体の周りからX 線をあて、通りぬけたX 線を検出器で読み取り、コン

ピューターで精密な断層画像をつくり出します。

　病気の早期発見に大活躍するCTにおいて、いま、その概念を変える次世代 CTとして注目を集めて

いるのが、フォトンカウンティングCT（以下、PCCT）です。これまでのCTでは画像をつくり出すために検

出したX 線をまず光に変 換し、その光を電気信号に変 換する2 段階のプロセスが必要なのに対し、

PCCTはX 線を直接電気信号に変換するため、画像に影響するノイズを大幅に少なくできます。ノイズ

がない分、少ないⅩ線量での撮影ができるようになり、被ばくのさらなる低減が見込まれ、治療効果の

判定、再発がないかの確認など、CT 検査を頻繁に受ける必要のある患者さんにとって大きなメリットに

なることは間違いありません。また、従来より小さなものまで識別できるようになり、たとえば、人間の体で

一番小さい2mm 程度の耳の骨はもちろん、より細い血管の観察が可能になると期待されています。

薬の到達具合もわかるようになる可能性
さらに、PCCTでは、Ⅹ線エネルギー情報を可視化できるため、体内の特定の物質を濃度も含めて確認

できるようになります。グループ会社キヤノンメディカルシステムズ（以下、キヤノンメディカル）が開発中の

PCCTでは、いくつかの物質を指定するとそれぞれ色違いで表示し、たとえば、ある物質を含む薬がいま、

どれぐらいの濃度で患部に届いているかなどの治療の効果を確認できるので大きな期待が寄せられ

ています。

　キヤノンメディカルのPCCTには、2021年にグループ入りしたレドレンテクノロジーズ（以下、レドレン。本

拠カナダ）の技術が生かされています。レドレンはX線を受ける材料の結晶を均一に製造する技術、加工

する技術に優れ、ばらつきのない安定した性能を達成。モジュール型の検出器を実現し、トラブルやメン

テナンス時のスムーズな交換や、将来的な装置

アップデートを可能にしています。さらに、キヤノン

メディカルが、大 量となるデータのリアルタイム

処理、高精細画像に影響する架台の振動、装置内

で発生する熱処理などの課題を、これまで培って

きたCTの技術とノウハウで解決し、実機を完成

させました。

　これからグローバル規模で医療機関とともに

臨床による検証を積み重ね、製品化への歩みを

進めるPCCT。世界中で、PCCTによる診断が受

けられる日をめざして。キヤノンはPCCTの普及に

向けてこれからも努力を続けていきます。 少ないX線でも鮮明な画像を得ることが期待されるPCCTによる検査

メディカル

より細かく見え、患者さんへの負担も少なく。
次世代CTが医療の未来を切り拓きます。
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メディカル
グループ

ディープラーニング ※を活用しノイズを低減。静音化も実現したMRI装置

兵庫医科大学病院で、肝臓の精密検査に利用される超音波診断装置

ますます広がるヘルスケアへのニーズ
健康増進や病気の予防をはじめとしたヘルスケアへのニーズ

は、世界的なパンデミックの発生、さらなる高齢化の進展な

どによって、より大きく広がっています。医療従事者の負担も

増すなか、キヤノンは 、医療機関や大学など国内外のさま

ざまなパートナーと連携しながら、先端技術によってより質の

高い医療を提供するために、グループ一丸となって取り組ん

でいます。

キヤノンメディカルを核に事業展開
高 度化する医 療を支えるために 、キヤノンは「画 像 診 断」

「ヘルスケアIT」「体外診断」の３つの領域に注力しています。

その中心的役割を担うのが、キヤノンメディカルです。尊い命

を守る医療に貢 献したいという想いを込めた「Made for 

Life」を経営スローガンに、診断や治療を行う臨床現場で

の課題を技術で解決し、患者さんにとっても、医療従事者に

とっても価値のある医療ソリューションを提供し続けています。

病気の早期発見に活躍する「画像診断装置」
高度な医療は画像診断なしに考えることはできません。CT、

MRI（磁気共鳴画像）、超音波、X 線などの画 像 診 断 装 置

において、キヤノンメディカルは高精細画像を提供すること

で病気の早期発見の期待に応えます。

　ディープラーニング ※を使った画像のノイズ除去技術をCT

やMRI、PET-CT、X 線装置に搭載して、画質向上を図りな

がら、被ばく低減や撮影時間の短縮を可能にし、患者さんの

検査の負担も軽減。また、Ｘ線装置は手術中に患部の透視

に使用されるなど、治療の分野でも活躍しています。

医療従事者の負担を減らす「ヘルスケアIT」
現代医療では、的確な診断のために医師が画像と向き合う

「読影」の時間が飛躍的に増えて、大きな負担になっています。

キヤノンのヘルスケアITでは 、臨床で集められた豊富な画

像データをもとにAIを使った読影支援※を展開。脳内の出

血・虚血のサインの評価支援による迅速な治療方針の決定

への貢献や、COVID-19 肺炎の可能性を提示する読影支援

などで実績を重ねています。また、患者さんの診断画像や

投薬履 歴、また、日々の体温や血圧などさまざまな情報を

時間軸で統合するDXも実現するなど、医療従事者の負担

軽減に貢献しています。

検査スピードに優れた体外診断システムを提供
体外診断においては、短時間で新型コロナウイルスを検出する

感染 症検 査システムをいち早く実用化（→ P30）するととも

に、高速で大量の検体を検査できる臨床化学自動分析装置

などを製品化。検 査試 薬などを含め、臨 床検 査 分野での

トータルソリューションプロバイダーをめざしています。

※ 開発段階でAI技術を用いており、本システムに自己学習機能は搭載していません

「診断なくして医療なし」。
患者さんや医療従事者とともに、
よりよい医療を追求しています。

新型コロナウイルスを迅速に検出する抗原定性検査システム

世界各地での活躍が期待されるキヤノンメディカルのPCCT

救急医療にも使われるなど、福岡市の白十字病院で活躍するCT 装置

COVID-19 肺炎像の有無の可能性を提示する読影支援ソフトウエア

さらなる成長をめざし、
グローバルマーケティングを強化
2023 年、キヤノンはメディカル市場において世界最大

規模かつグローバルに影響力の大きい米国にキヤノン

ヘルスケアUSAを設立し、グローバルマーケティングの

強化を図りました。PCCTの早 期の実 用化に向けた

研究などを通じて、米国の先端医療を担う医療機関や

研究者とネットワークを構築して、市場のニーズにより

マッチした事業戦略を企画立案。トレンドや臨床現場

のニーズをとらえた製品開発をグローバルに展開して、

さらなる成長を図ります。
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ヘッドマウントディスプレイ（HMD）にホログラムで映された手順書を見ながら行うメンテナンス作業

半導体デバイスの増産を支える、
IoT 時代のリモートサービスが広がっています。

「動いていることがあたりまえ」が 望まれる半導体露光装置
すべてのものがインターネットにつながるIoT社会はますます進み、いまや半導体がなければ私たちの生活は

成り立ちません。コロナ禍をきっかけにした世界的な半導体不足のなか、増産を求められる半導体デバイス

メーカーは生産のスピードアップや歩留まり※1 向上などに日々全力を注いでいます。

　ナノメートル単位という極細な回路を半導体に焼き付ける半導体露光装置は、半導体デバイスの製造

プロセスで最も重要かつ複雑な装置のひとつです。半導体の安定生産のためには、定期メンテナンスや

チューニングなどのサポートが不可欠ですが、お客さまからは装置の停止時間をゼロに近づけ、「動いて

いることがあたりまえ」の状態になっていることが望まれています。

　この期 待に応えるためにキヤノンが 提 供を開 始したサービスが、ソリューションプラットフォーム

「Lithography Plus（リソグラフィプラス）」です。日本で初めて露光装置を製品化してから半世紀に

わたって積み上げてきたノウハウと半導体製造に関する膨大なデータを統合して、半導体デバイスメー

カーの生産性向上に貢献する最適なソリューションを提供しています。

サポート業務の効率化、生産プロセスの最適化を実現
Lithography Plusでは、装置の状態、停止要因などの分析がかんたんにでき、さらに複数の装置の状態も

同時に把握できるため、露光装置の適切な運用と管理が可能です。オペレーターは部品交換やメンテナンス

時期などの計画をスムーズに作成でき、サポート業務の負担を大幅に減らせます。また、異常の予兆を検知し、

自動で復旧を行って故障を未然に防止。自動では復帰できない場合も復旧の手順を知らせたり、キヤノンの

エンジニアがリモートで装置の状態を共有・把握しながらきめ細かくサポートするサービスも行っています。

　そして、新しいデバイスを生産する場合も、つくり始めから高い歩留まりを

達成できるように、キヤノンが培ってきた精緻な位置合わせや線幅制御の

ノウハウを凝縮したレシピ※2 を提供。生産プロセスを最適化し、高い生産性

を実現します。

　Lithography Plusを利用する半導体デバイスメーカーからはすでに

「リモートで複数の装置状況を集中管理できて便利」「トラブルの時の復旧

効率が大幅に向上した」など高い評価を獲得。急拡大する半導体の需要に

応える生産性を実現する新しい時 代のサービスとして活躍が始まってい

ます。

※1　生産された製品のうち良品の割合
※2　デバイスや製造工程ごとに異なる製品の製造条件

現場の映像を確認しながら、アドバイスを送るキヤノンのエンジニア

インダストリアル
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インダストリアル
グループ

キヤノントッキが生産する有機ELディスプレイ製造装置

人類の進歩に欠かせない半導体露光装置
AI、IoT、電気自動車（EV）、ロボット、宇宙開発など、未来を

担う技術も、微細な回路パターンをつくり込む半導体露光装置

なしに語ることはできません。

　キヤノンは 1970 年に国内初の半導体露光装置を発売し

て以来、半世紀以上にわたり半導体デバイス生産に貢献して

きました。現在では、ロジックやメモリー、5G 通信、車載向け

パワーデバイスなど社会に欠かせない半導体デバイスの生産

に用いられる、i 線（水銀）やKrF（フッ化クリプトン）を光源

とする露光装置が世界中で活躍。ニューノーマル時代にふさ

わしいリモートサービスも展開し、半導体デバイスメーカーの

生産性向上に貢献しています。

美しいディスプレイをつくり出すFPD 露光装置
液晶や有 機 ELといったディスプレイの生 産にもキヤノンは

欠かせない存在です。大型のガラス基板に回路を露光する

フラットパネルディスプレイ（FPD）露 光 装 置は 、スマート

フォンやノートPC、タブレット端末はもちろん、4K・8Kテレビ

など薄型かつ大型で高精細なディスプレイパネルの生産を

支えています。 有機ELディスプレイの普及に貢献
漆黒の黒色まで表現でき、省電力、薄型・軽量という点でも

優れる有機 ELディスプレイは 、スマートフォンやタブレット

端末、テレビの主流になりつつあります。しかし、生産は難しく、

かつては量 産は不可能といわれていました。立ちはだかる

さまざまな壁を打ち破り、世界に先駆けて量産装置を製品化

したのがグループ会社のキヤノントッキです。以来、世界の量

産をリードし続け、有機ELディスプレイの普及を促進。現在

では、新たな製造方式や材料の開発にも力を注いでいます。 新しい時代のイノベーションをグループ一体で
キヤノンは、ほかにも幅広く特徴ある装置を展開しています。

グループ会社のキヤノンアネルバは真空成膜技術でハード

ディスクやDRAMなどの金属薄膜を形成するスパッタリング

装置などを手がけ、キヤノンマシナリーは薄いダイ（半導体

チップ ）もハンドリング 可能なダイボンダーをはじめとした

自動化・省力化機器を生産。インダストリアルグループとして

各社の技術をもち寄りながら連携を強化し、今後のデジタル

社会におけるものづくりの新しい価値をつくり出していきます。

真空下でナノレベルの成 膜を
行うキヤノンアネルバのスパッ
タリング装置

ダイを高 速・高 精度で接 合する
キヤノンマシナリーのダイボンダー

メモリーやイメージセンサーなど幅広い半導体デバイスの生産に使われるi線露光装置

ガラス基板にディスプレイの回路を焼き付けるフラットパネルディスプレイ（FPD）露光装置

消費電力を大幅に削減しながら、最先端デバ
イスを生産できるナノインプリントリソグラフィ
回路 線幅 20nm 以下の最先端デバイスを低コストで

製造する手段として開発が進むのが、キヤノンのナノイン

プリントリソグラフィです。

　ナノ単位の回路パターンをハンコの原理で形成する

シンプルな装置構成となっているため、圧倒的な省エネ

ルギーと低コストの実現を可能にします。超微細半導

体製造時の省エネルギー技術として第 49 回環境賞※

を受賞するなど、IoT 社会を支える技術として期待が高

まる一方、すでに主要性能はメモリーの量産レベルに達

し、現在半導体デバイスメーカーとともに量産適用の

検証を行っています。さらに、国立研究開発法人新エネ

ルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の助成事業

として、先端ロジック製造工程への適用に向けた研究

開発も進められています。

※ 国立環境研究所などが主催する、環境保全や質向上への貢献が認め
られる、または期待される画期的な成果をあげた法人などに与えられる賞

インクジェット技術を使って、
液滴状にしたレジストを回路
パターンにあわせてウエハー
上に塗布する

ナノインプリントリソグラフィのプロセス

回路パターンが彫り込まれた
マスクと呼ばれる型をスタン
プのようにウエハー上のレジ
ストに直接押しつける

紫外 線でレジストを硬 化さ
せて回路パターンをつくり、
マスクをレジストからはがす

半導体やディスプレイの生産を
超精密技術で支え、
デジタル社会の進化に貢献しています。

はがす

マスク

レジスト（樹脂）

ウエハー

マスク（型）

ウエハー

ウエハー
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電子顕微鏡用CMOSセンサー
被写体またはカメラが高速で動いても正確

に撮 像できるグローバルシャッター機能

搭載のCMOSセンサーは、ウイルスの研究

などに使われる電子顕微 鏡に搭載され、

活用されています。電子の影響で試 料が

動いてもゆがみなく観察できるほか、高感

度で電子線量を抑えることができるため、

細胞など壊れやすい試料の観察にも適し

ています。

キヤノンのCMOSセンサーを搭載した電子顕微鏡でとらえたニンジンの葉
画像提供：日本電子株式会社

電子顕微鏡搭載と同型の
CMOSセンサー

地上約500kmの上空から撮影したフランス・パリの中心部

複雑な格子構造をセラミックスで実現
新 たな バリエーションの
材料を展開

宇宙から観測画像を送り
続けているキヤノン電子
の超小型人工衛星

世界最高※1320 万画素SPADイメージセンサー
光に粒子の性質があることを利用して、画素に入ってきた

光の粒一つひとつ（フォトン）を数えるSPADイメージセン

サー。キヤノンは暗闇でもフルHDを超えるカラー動画撮

影が可能な 320 万画素のSPADセンサーの開発に世界

で初めて成功しました。100ピコ秒※ 2 の超高速で情報処

理が可能で、1秒間に約 30 万km（地球 7.5 周分）という

速さの「光」の軌跡もとらえることができます。

　このブレークスルーにより、自動運転での距離測定や

AR・VR・MRにおける高速・高精度な 3 次元空間の把握

などでの活躍はもちろん、これまでの常識では考えられ

なかったまったく新しい製品やサービスを生みだす可能

性も大きく膨らんでいます。

　また、メディカル分野では生体内の微弱で極めて短時間

で光を発するような蛍光物質の挙動や、位置をとらえて

初期のがん細胞がある部位の特定に役立つことなども

期待されています。

※1　2021 年 12 月14日現在、キヤノン調べ
※ 2　100ピコ秒＝100 億分の 1 秒

複雑な形状も思いのまま作製できる
3Dプリンター用セラミックス材料
耐熱、絶縁、耐摩耗などに優れるセラミックスは、熱を加え

焼き固めてつくられますが、複雑な形状を実現するには焼き

固める時の「縮み」を緻密にコントロールする必要があり、

作製は困難を極めます。

　キヤノンは長年培ってきた材料や粉体制御の技術などを

応用し、縮みを抑えた3Dプリンター用材料を開発。複雑かつ

精密なセラミックス部品の作製を実現しました。半導体製

造装置部品や航空部品をはじめ

とした幅広い分野での利用に応え

られるようにバリエーションの拡充

を進めています。

宇宙ビジネスへの挑戦
ロケットや人工衛星の開発・生産や打ち上げから、通信、衛星画像・位置情報サービスなど、宇宙ビジネスは

今後さまざまな分野へと広がり、確実な成長が見込まれています。

　グループ会社キヤノン電子は、精密機械技術や光学技術を生かし、宇宙ビジネスへ進出。すでに自社開発・

生産の超小型人工衛星 2 基を宇宙へと送り出しています。さらに、グループ会社スペースワンが日本初の民間

ロケット発射場を完成させ、ロケット打ち上げサービスの立ち上げをめざすなど、人工衛星の開発・生産から

打ち上げまでを担う総合宇宙ビジネスへと着実に歩みを進めています。

有効画素部分 320万画素のSPADイメージ
センサー（プロトタイプ）

強い技 術を組み合わせて、
続 と々生まれる新たな事 業が
未 来のイノベーションとなっていきます。

未来社会の
主役を
めざす

新規事業

500.0nm

くわしくは
　　　へこちら

くわしくは
　　　へこちら

くわしくは
　　　へこちら
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カメラアングルを自由自在に変えられる
ボリュメトリックビデオシステム
空間全体を３Dデータ化し、自由な位置や角度から映像を生成

するボリュメトリックビデオ技術。キヤノンは先駆者として、ラグ

ビーやサッカー、バスケットボールなどのスポーツ中継、エンター

テインメントを中心としたプロモーション映像など、幅広い分野

へこれまでになかった映像体験を提供しています。さらに、映像

制作のプロフェッショナルが利用する専用スタジオ

「ボリュメトリックビデオスタジオ-川崎」では、自由

視点映像やXR 用３Dデータの撮影から編集まで

をワンストップで実現。表現力豊かな映像がつぎ

つぎに生みだされています。

感度高くウイルスを検出する
抗原定性検査システム
病 院やクリニックをはじめとして、新 型コロナウイルス感 染 症や

インフルエンザの判定に広く使われている抗原定性検査システム。

キヤノンメディカルの抗原検査は、光散乱粒子をつけた抗体をウイ

ルスの抗原と反応させる方式で、新型コロナウイルスの最小検出感

度は 6.64pg/mlと一般的なイムノクロマト法抗原検査の約 5 倍の

感度です。偽陽性判定のリスクも低いうえ、前処理も

現場でかんたんにでき、測定時間はわずか15 分。ウイ

ルスが多量なら4 分で判定します。インフルエンザと新

型コロナウイルスの同時検査も実現し、患者さんへの的

確な診療と医療従事者の負担軽減に貢献しています。

インターネット回線で制御ができる
映像制作用リモートカメラシステム
手軽に多くの人が映像を視聴できるようになり、映像コンテ

ンツが急増するなかで、制作現場では低コスト化・省人化

が求められています。キヤノンはイメージングとネットワー

ク技術を融合し、高画質と撮影ワークフローの効率化を両

立する独自のIPプロトコルを開発。通常のインターネット

回線で最大 100台のカメラを制御できるリモートカメラシス

テムを実 現しました。さまざまなプロトコルにも対 応し、

PTZ ※リモートカメラだけでなく、ほかのカメラや機器も幅

広く制御が 可能。ソフトウエアによるソリューションも今後

継続的に提供し、新たな価値を創造していきます。

※ PTZはPan（水平振り）Tilt（垂直振り）Zoom（ズーム）を指します

AIでひび割れを検出する
インフラ点検ソリューション
世界中で進む社会インフラの老朽化への対処を支援する

サービスとして、キヤノンは橋梁やトンネルといったコンクリー

ト構造物の点検ソリューションを展開しています。

　幅 0.2mmほどのひび 割れも見落とさないようにコンク

リート構造物をデジタルカメラで高精細に撮影するサービ

ス、撮影画像を精緻につなぎ合わせる画像処理サービス、

ディープラーニングを用いた AIによってひび

割れ・鉄筋の露出・漏水などの変状検知サー

ビスを提供。変状検知サービスでは、オンデ

マンドで使え、小規模な点検にも使いやすい

クラウド版の提供も開始しています。

カメラを使った自動化を後押しする
画像処理ソフトウエア「Vision Edition」
工場や物流倉庫では、AIやIoT技術を利用した自動化が急速

に進んでいます。「Vision Edition」は、画像処理ソフトウエアと

して、カメラを通して得られた画像を解析。外観検査や欠品検

査、各種メーターやバーコードの読み取りなどを行い、検査や

点検の自動化に貢献します。ディープラーニングを使ったAI

画像処理と従来のルールベースの画像処理を組み合わせた

ハイブリッドの画像検査も実現。さまざまなカメラ、外部機器、

ソフトウエアとの接続・連携が可能なため、システム構築がしや

すく、流通や小売の現場での利用も始まっています。

現実とCGを融合するMRシステム
CGだけで表現されるVR（Virtual Reality＝

仮想現実）から一歩踏み出して、現実世界とCG

映像を違和感なく融合し、まるで目の前にCGが

現実に存在しているかのような臨場感を提 供

するのが MR（Mixed Reality＝複 合 現 実 ）

システムです。

　キヤノンは、ヘッドマウントディスプレイ（HMD）

に搭載されたカメラで撮る映 像と、3D-CAD

などからつくられたCG 映像を、ユーザーの動き

に追従する位置 合わせ技 術を使って合成し、

圧倒的な臨場感を実現。さらに、視野角の

拡 大、HMD の 軽 量 化 などの 改 善を重

ね、開発やマーケティング、エンターテ

インメントのツールとしてMRの活躍の

場を広げています。
小型・軽 量で
装着感も快適
なHMD

HMDで見る現実空間にCGを実物大で表示

リアルな画像（左）から3D空間データ（右）を作成

さまざまな機器がつながるリモートカメラシステム

高精細な画像を撮影するサービスも提供

横浜市立大学附属病院におけるコロナウイルス抗原定性検査

ネットワークカメラ（左上）が映した画像を解析し、ロボットへ指示

未 来 社会の
主役を
めざす

新 規事業

コントローラー

業務用デジタル
ビデオカメラ

屋外型
PTZリモートカメラ

屋内型
PTZリモートカメラ

デジタル
シネマカメラ

くわしくは
　　　へこちら

くわしくは
　　　へこちら

くわしくは
　　　へこちら

くわしくは
　　　へこちら

3029 29 

https://global.canon/ja/technology/mr2019.html
https://global.canon/ja/technology/frontier18.html
https://global.canon/ja/technology/crack2021.html
https://global.canon/ja/technology/antigen2021.html


キヤノンは企業理念「共生」のもと、

積極的にサステナビリティ活動を推進してきました。

SDGｓなど社会課題への関心が高まるなか、

キヤノンでは持続可能な社会の実現に向けて、

開発・設計から、調達、生産、輸送、販売、使用、リサイクルにいたる

製品ライフサイクル全体で活動を強化しています。

また社会文化支援活動にも積極的に取り組んでいます。

サステナビリティへのアプローチ
キヤノンは、テクノロジーとイノベーションの力で新たな価値を創造し

世界初の技術、世界一の製品・サービスを提供するとともに、

社会課題の解決にも貢献していきます。

また、すべての製品ライフサイクルにおいて、

より多くの価値をより少ない資源で提供することで、

豊かな生活と地球環境の両立をめざします。

キヤノンは、これからもすべての企業活動を通じて

持続可能な社会の実現に向けた取り組みを積極的に進めていきます。

サステナビリティ

2050 年CO2 排出量ネットゼロ
キヤノンはCO2 排出量ネットゼロの達成に向けて、

製品ライフサイクル全体で CO2 排出量の削減を

進めています。開発や生 産をはじめ、あらゆる

ステージにおいて省エネルギー化に取り組むとと

もに、地域ごとの普及状況や経済合理性を考慮

し、再生可能エネルギーの活用を進めています。

さらには、資源循環を通じたCO2 排出量の削減

にも取り組んでいます。

未来ある若者の創造力を育てる
教育プログラム
イメージングのリーディングカンパニーとして、

キヤノンは、これからの社会を切り拓く若者の創

造力や技能を磨く教育プログラムに力を入れて

います。世界各地で写真・映像撮影を体験する

ワークショップを開催しているほか、アフリカでは

撮影や印刷の職業をめざす若者に技能習得の

支援も行っています。

貴重な日本の文化財を未来に継承する
「綴

つづり

プロジェクト」
屏風や襖絵など貴重な日本の文化財の高精細

複製品を、キヤノンの最先端技術と京都の伝統

工芸の技を融合して制作。オリジナルの文化財

を守りながら、高精細な複製品を一般公開する

ことで、日本の文化財を未来へと継承する社会

貢献活動「綴プロジェクト」を特定非営利活動法

人京都文化協会とともに15年以上にわたり展開

しています。

小型軽量化や低消費電力で CO 2 排出量を削減したオフィス向け複合機

ケニアの若者向け写真ワークショップ

米国・メトロポリタン美術館から日本に里帰りした尾形光琳筆「八橋図屏風」の高精細複製品

Facsimile of a work in the collection of The Metropolitan Museum of Art. May not be further reproduced or 
resold. The Metropolitan Museum of Art, Purchase, Louisa Eldridge McBurney Gift, 1953(53.7.1-2) 
Photograph © 1993 The Metropolitan Museum of Art.

キヤノングループ環境活動のシンボル
「キヤノンエコテクノパーク」

キヤノンエコテクノパークは、高度な資源循環を実現するキヤ

ノンの環境活動の発信拠点です。トナー・インクカートリッジの

自動リサイクルや、回収した複合機を部品レベルまで分解して

新品同様に蘇らせるリマニュファクチュアリングに取り組んで

います。併設する体験型ショールームと連動した工場見学や、

小学生向けのオンライン環境授業も行っています。環境活動の発信拠点、キヤノンエコテクノパーク

くわしくは
サステナビリティ
サイトへ
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くわしくは

コアコンピタンス技術、基盤要素技術、価値創造基盤技術を

複合的に組み合わせることで新たな事業を生みだし、

発展してきたキヤノン。

これからも、グループに新しく加わった技術や

先進のIT 技術を融合させながら一歩先を行く

イノベーションを起こし続けます。

技術優先のDNA
「世界一のカメラをつくりたい」とスタートを切ったキヤノン。

技術で差別化を実現するという企業DNAは脈 と々引き継がれています。

コアコンピタンスマネジメント
製品を差別化するコアコンピタンス技術、

その基礎となる光学・電気・化学などの基盤要素技術、

生産技術やシミュレーション技術など、

商品化の支えとなる価値創造基盤技術を土台に

現行事業を強化するとともに、

社会課題を解決する新しい事業を創出する体制を整えています。

オープンイノベーション
長い期間が必要なシーズの育成 、

保有技術を生かした社会課題の解決などでは

オープンイノベーションやアライアンスの活用を推進しています。

研究開発

AIを使いキーマテリアルを開発する
材料インフォマティクス
色材や光学ガラスなど、キヤノンはこれまで研究を

重ねてきた材料特性をデータ化し「材料バンク」に

蓄積。必要な機能をもった材料をAIで導き出す

材料インフォマティクスを活用し、技術者の知見

とAIを融 合しながら、事 業の競 争力を高める

キーマテリアルを開発しています。

時代の最先端をいくデバイス、センサー
をつぎつぎに開発
自社開発・生産の技術力を強みに、センサーの多

画素化、高感度化などを実現。SPADセンサーの

ほかにも、明暗の差が大きい場所でも高画質の

撮像ができるCMOSセンサーや、テラヘルツ波※

を発生させる小型デバイスなど、世界をリードする

センサー、デバイスの開発に成功しています。

※ 電波と光の中間の周波数帯にあり、電波の透過性と光の直進
性をあわせもつ電磁波。テラヘルツ波は、５Gより高速・大容量の

「６G」の実現に欠かせないとされる周波数帯

「ローカル５Gラボ」で 5G対応技術開発
を加速
スマートシティやスマートファクトリー、次 世 代

イメージングの実現に向け、キヤノンは、高速大

容量、多数同時接続 、低遅延という５Gの特長を

生かした製品・システムの技術開発を行ってい

ます。社内には「ローカル５Gラボ」を設置。実際

の 使 用を 想 定した 通 信 性 能 の 評 価 や検 証を

行っています。

有機 EL 材料の研究

テラヘルツデバイスの開発

ローカル５Gラボで行われる通信性能の検証

自家 iPS 細胞の自動培養装置をめざした研究開発を推進
iPS細胞の特徴の１つは、自分自身の細胞から「自家iPS細胞」を作製できることで、免疫拒絶

反応リスクの最小化に有効です。キヤノンは公益財団法人京都大学iPS細胞研究財団と共同

研究※を推進。再生医療の一般化をめざすプロジェクトに協力し、ものづくりで培った品質

管理・製造技術などを生かし、「my iPS 細胞」製造プロセスと製造装置の研究開発に取り

組み、高品質と低コストの両立をめざしています。

※ 2019 年に国立大学法人京都大学iPS 細胞研究所と開始した共同研究が、2020 年発足の公益財団法人京都大学
iPS 細胞研究財団に継承されています京都大学iPS細胞研究財団で行われている共同研究開発

へ
テクノロジー
サイト
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ものづくりに強みをもつメーカーとして、

自動化や内製化をさらに徹底する一方で

卓越した技能や技術をもつ人材の育成や生産現場の創意工夫を推進。

そして、お客さまの一層の満足のため、製品ライフサイクル全体で

「キヤノンクオリティ」の維持・向上に努めています。

マザー工場の確立
世界中の工場の手本となるのがマザー工場です。

開発、設計、生産技術、製造の各部門が一体となって自動化や内製化をはじめ

ものづくりのあり方を日々進化させています。

知恵テク
徹底的にムダ取りした生産設備を自ら考え、自らつくります。

治具や工具のみならず、高価な装置の代替設備もつくり出す

キヤノンの現場力の象徴です。

ノークレーム・ノートラブル
1964 年に初めて掲げられ、いまも変わらないキヤノン品質の基本理念です。

その実現のため、製品・サービスの安全・安心・満足の追求、

独自の品質マネジメントシステムの確立など、

さらなる品質の向上に努めています。

生産・品質

世界中に効率よく迅速に製品や
サービスを届ける世界最適地生産
社会・経済情勢の変化にあわせて国や地域ごと

に異なるインフラ状況 、コスト、税制、物流手段、

労 働力などを総合 的に判 断。災害時などでも

スピーディかつ的確な対処ができる、最も合理的

な拠点で生産を行います。

ものづくり技能を磨いて継承する
「名匠」「マイスター」

卓越したものづくりの技能をもつ「名匠」、幅広い

技 能と知 識で 製 品 組 立や 部 品 加 工の 進 化に

貢献する「マイスター」をキヤノンとして認定。次の

世代に「技」を伝えるとともに、優れたノウハウは

自動 化などの、ものづくりの進化に生かされて

います。

安全・安心・満足のための
妥協ない品質試験
お客さまの安全・安心・満足という「キヤノンクオリ

ティ」の維持・向上のために、公的規格や関連法

規に対応した品質試験設備を完備。公的試験を

実 施できる各種認定を取得して、社内で厳しい

品質試験・品質管理を行っています。

インクジェットプリンターの生産を担うキヤノンハイテクタイランド

レンズ 研磨の名匠（宇都宮工場）

電波の影響なしで品質試 験を行うことができる電波暗室

高度な内製化や自動化生産をさらに推進
ものづくりへのこだわりはキヤノンの大きな強みです。キーデバイスや

キーパーツ、コンポーネントにとどまらず、生産や検査に使う装置に

いたるまで内製化を推進。自動化においては、組立の自動化のしや

すさを想定した製品を設計し、製品組立、検査、梱包 、搬送まで

自社開発・生産した装置で行っています。

交換レンズの自動生産ライン

くわしくは
ものづくり
サイトへ

くわしくは
               へ品質サイト
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キヤノンの製品・サービスを世界のすみずみまでお届けするのは、

世界各地に広がるマーケティング会社。

それぞれの地域の特色にあわせ、

デジタル時代のマーケティングも駆使して

お客さまとのつながりを強化。

BtoBビジネスを拡大しながら

キヤノン製品の枠にとどまることなく、

お客さまのニーズに応えるソリューションを提供しています。

マーケティング

くわしくは

        へ

商業印刷の展示会でプロダクションプリンターの新製品をアピール

AMERICAS
北米、中南米地域のマーケティングを統括するキヤノンUSA。

　 動 画 配 信 需 要 の 高まりをとらえ、「 EOS R システム」や

「CINEMA EOS SYSTEM」の拡販に加え、本社にライブコマース

用の配信スタジオを設置。商業印刷においては米国全州で高品

質なサービス体制を築き、お客さまから高い評価を得ています。

世界最大級のデジタル見本市「CES 2023」では、ハイブリッド

ワークに対応したコラボレーションソリューションや、XR 映像

ソリューションなどをアピールし、新たなビジネスの創出に挑戦

しています。
ハイブリッドワークに対応したコラボレーションソリューション

EMEA
ヨーロッパ、中東、アフリカのEMEA地域、約120 の国・地域で

ビジネスを展開するキヤノンヨーロッパ。

　商業・産業印刷では 、将来のビジネス変革に焦点をあてた

イベント「Make It Future-proof」をパートナーやお客さま

を迎えて実 施。印刷業 界における課 題 解決の提 案に加え、

幅広い商品ポートフォリオの革新性・統一性をアピールしました。

また、コモンウェルスゲームズやラグビーワールドカップ 2023

フランス大会への協賛を通じ、イメージングやプリンティングの

技術や製品、ソリューションを訴求しています。

ASIA & OCEANIA
中国やインドをはじめ、南アジア、東南アジア地域までを統括

するキヤノン中国とキヤノンマーケティングアジア。

　伸長が続く中国では、「in China, for China」を掲げ、これ

まで以上に中国市場に根ざしたビジネスを推進しています。さら

に、世界有数の輸入総合博覧会となっている中国国際輸入博

に出展する一方で、第 19 回杭州アジア競技大会では外資として

唯一のメインスポンサーを務めるなど、アジア市場全体に製品、

サービスを広く、深く訴求しています。

JAPAN
日本を中心にキヤノン製品と独自のソリューションを提供して

いるキヤノンマーケティングジャパングループ。

　2025 年のビジョンとして「社会・お客さまの課 題をICTと

人の力で解決するプロフェッショナルな企業グループ」を掲げ、

長年培ってきたイメージング技術とITを組み合わせ、事業を

通じた社会課 題の解決に取り組んでいます。強みであるシス

テム構築力や広範で強固な顧客基盤、豊富な人材を生かす

ことで、お客さまごとに最適な新しい価値を提供し、社会から

の期待に応えています。

中国国際輸入博で多くの来場者から好評だったＭＲシステムの体験ブース

リアルとオンラインを融合し、価値創出やお客さまとの「共創」を促進

くわしくは

　　 へ
キヤノンUSA
サイト

くわしくは
キヤノン
ヨーロッパ
サイトへ

キヤノン
マーケティング
ジャパン
グループ
サイト

くわしくは

くわしくは
キヤノン中国
サイトへ

キヤノン
マーケティング
アジアサイトへ
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